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私 達 は こ れ ま で キ ナ パ ル 山 に 残 存 す る 原 生 林 を 対 象 に 、 標 高 に よ る 森 林 の 生 物 多 様 性 や 群 落 構
造 の 変 化 に つ い て 研 究 を 行 っ て き た 。 そ の 結 果 、 標 高 の 上 昇 ( 気 温 の 低 下 ) に 伴 い 、 種 多 様 性 、
樹 木 の 最 大 サ イ ズ 、 バ イ オ マ ス は 直 線 的 に 低 下 す る こ と が 明 ら か に な っ て き た ( 図 1 ， 2 ) 。 ま た
北 山 ら は 昨 年 度 の 研 究 報 告 の 中 で 、 熱 帯 の 低 地 と 山 地 と で は 人 為 的 な 土 地 利 用 の 様 式 も 標 高 に よ
り 大 き く 異 な り 、 山 地 で は 小 面 積 の パ ッ チ 状 に 焼 き 畑 や 高 原 野 菜 栽 培 な ど の 農 業 的 土 地 利 用 が 進
ん で い る の に 対 し 、 低 地 で は 大 規 模 一 斉 状 に 商 業 伐 採 と オ イ ル パ ー ム の プ ラ ン テ ー シ ョ ン が 進 ん
で い る こ と を 報 告 し て い る 。 し た が っ て 、 低 地 と 山 地 と で は 土 地 利 用 後 の 植 生 の 回 復 過 程 ( 二 次
遷 移 ) も 大 き く 異 な っ て い る こ と が 予 想 さ れ る 。 そ こ で 低 地 で は 択 伐 林 を 対 象 に 、 山 地 で は 焼 き
畑 耕 作 放 棄 地 を 対 象 に 遷 移 過 程 を 比 較 し 、 標 高 に よ る 土 地 利 用 の 違 い が 利 用 停 止 後 の 種 多 様 性 お
よ び バ イ オ マ ス の 回 復 に ど の よ う に 影 響 す る か を 比 較 す る こ と を 試 み た 。 低 地 の 択 伐 林 で は 、 低
イ ン パ ク ト 伐 採 (reduced i m p a c t  loggin g =R I L ) が 試 験 的 に 導 入 さ れ て い る 。 そ こ で こ の 研 究 で
は R I L と 従 来 型 の 伐 採 方 法 と の 間 で 種 組 成 や 種 多 様 性 、 バ イ オ マ ス に 対 す る 影 響 を 比 較 す る こ
と に よ り 、 R I L の 効 果 を 評 価 す る こ と も 併 せ て 行 っ た 。 山 地 の 耕 作 放 棄 地 に つ い て は 、 放 棄 後
3 年 固 ま で の 回 復 状 況 に つ い て は 調 べ ら れ て い る も の の ( O h t s u k a 1999) 、 そ れ 以 降 に つ い て は
残 念 な が ら 未 調 査 で あ る 。
山 地 の 耕 作 放 棄 地 で は 、 上 層 の 植 被 が 完 全 に 失 わ れ て い る た め 、 放 棄 後 3 年 目 で は ま だ 、パ イ オ
ニ ア 樹 木 が 侵 入 し た ば か り の 低 木 林 に 留 ま り 、 バ イ オ マ ス ( 草 本 ま で 含 む ) は 1.5 k g  m -
2
と 同 標
高 の 原 生 林 の 約 3 0 分 の l に し か 回 復 し て い な い 。 種 多 様 性 は 、 草 本 ま で 含 め た 相 対 優 占 度 か ら
計 算 し た S h a n n o n - W i e n e r ' s H' の 値 が 約 2.0 で 、 こ れ も 原 生 林 ( 直 径 l O c m 以 上 の 木 本 種 の 相 対
優 占 度 か ら 計 算 ) に 比 べ 約 3 分 の 1 で 、 あ っ た 。 低 地 の 択 伐 林 で は 、 従 来 型 の 伐 採 方 法 に よ る 伐 採
を 継 続 的 に 受 け て い る 森 林 で は 、 バ イ オ マ ス は 約 2 0 k g  m -
2




様 性 指 数 H' は 約 4.0 と 原 生 林 の 3 分 の 2 に 低 下 し て い た 。 そ れ に 対 し 低 イ ン パ ク ト 伐 採 で は 、 伐
採 後 3 年 目 と 8 年 目 の サ イ ト で 同 程 度 の バ イ オ マ ス と 種 多 様 度 を 示 し 、 バ イ オ マ ス は 約 4 0 k g m -
2  
と 同 標 高 の 原 生 林 の 約 5
分 の
4 、 多 様 性 指 数 H ' は 約 5.8 と 原 生 林 と ほ ぼ 同 程 度 の 値 を 示 し た 。 3
O 年 前 に 従 来 型 の 伐 採 方 法 に よ り 伐 採 さ れ た 後 は 放 置 さ れ た 調 査 区 で は バ イ オ マ ス 、 種 多 様 度 と
も 原 生 林 と 同 程 度 に ま で 回 復 し て い た 。
こ の よ う に 、 山 地 で は 冷 涼 な 気 候 の た め 生 産 性 が 低 い こ と に 加 え 、 耕 作 と い う イ ン パ ク ト の 強
い 土 地 利 用 が 主 体 と な る た め 、 利 用 停 止 後 の 回 復 が 著 し く 遅 れ て し ま う 。 そ れ に 対 し 、 低 地 で は
従 来 型 の 強 イ ン パ ク ト の 伐 採 で あ っ て も 、 森 林 と し て 残 さ れ る た め 山 地 に 比 べ れ ば 高 い バ イ オ マ
ス と 種 多 様 性 が 維 持 さ れ る 。 し か し 、 山 地 で は 小 面 積 で の 土 地 利 用 で あ る の に 対 し 、 低 地 で は 土
地 利 用 が 大 面 積 で 行 わ れ て い る こ と を 考 慮 す る と 、 低 地 の 方 が 失 わ れ た バ イ オ マ ス と 種 多 様 性 は
大 き い 可 能 性 が 高 い 。 低 イ ン パ ク ト 伐 採 と 従 来 型 の 伐 採 方 法 と を 比 較 す る と 、 バ イ オ マ ス で 2 倍、
種 多 様 度 で 1 . 5 倍 の 差 が あ る こ と が 確 認 さ れ た こ と か ら 、 伐 採 時 の 影 響 の 軽 減 と 回 復 時 間 の 短 縮
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